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平成１６年第２回内分泌攪乱化学物質問題検討会議事要旨 
 
Ⅰ  日時 ： 平成１６年１２月２４日（金） １４：００～１６：１０ 
 
Ⅱ  場所 ： 東海大学校友会館 阿蘇の間 
 
Ⅲ  出席委員：有薗幸司、井口泰泉、大島康行、奥野泰由、柏木昭彦、 

香山不二雄、清水誠、住吉好雄、鈴木継美（座長）、高杉暹、 
武繁春、田辺信介、坪田敏男、遠山千春、花岡知之、 
村田幸雄、森千里、若林明子、和田勝 

オブザーバー：川嶋之雄 (敬称略） 
事務局 ：上家環境安全課長、波多野課長補佐、荒木課長補佐 他 

 
Ⅳ  議題 ： 
（１）内分泌攪乱化学物質に係る環境実態調査等について 

（２）ヒトへの暴露状況に関する調査、ヒトへの影響調査、作用メカニズムの 

解明等基礎的研究について 

（３）影響評価試験（魚類）について 

（４）その他 

 
Ⅴ  議事要旨 
（１）平成１３年度に選定および平成１４年度に選定した３物質について、哺乳類を

用いた人健康への内分泌攪乱作用に関する試験結果と今後の方針を、５物質に

ついて魚類を用いた生態系への内分泌攪乱作用に関する試験結果について事務

局から報告し検討が行われた。 
（２）新たにリスク評価に取り組む物質である３物質について文献調査の実施状況を

事務局から報告し検討が行われた。 
（３）これまでの環境実態調査及び曝露経路調査等について、これまでの実施状況及

び平成１６年度の調査方針について事務局から報告し検討が行われた。平成１

６年度内分泌攪乱化学物質における環境実態調査、平成１５年度内分泌攪乱化

学物質に関する野生生物蓄積状況調査結果、平成１５年度内分泌撹乱化学物質

に関する室内空気調査結果、平成１５年度内分泌攪乱化学物質に関する食事調

査結果について事務局から報告し検討が行われた。ヒト臍帯等における化学物

質の蓄積・暴露状況の調査・研究結果等について事務局から報告し検討が行わ

れた。 
（４）環境ホルモン戦略計画 SPEED’98 の見直しの状況について事務局から報告し
た。 

（５）その他として、第７回内分泌攪乱化学物質問題に関する国際シンポジウムの開

催について事務局から報告した。 
以 上 

 
 


